
第 2 回小テストの復習 

1. 予算成約線の出し方 

予算を Y 円、X1財の価格が P1、X２財の価格が P２とする。 
 
予算成約線： 
 
【ポイント】この個人は予算を全て使い切る。また、購入する財の種類は 2 種類（X1と X
２）しかないので、X1財と X２財に対する消費の組み合わせで予算をすべて使い切る。 
 
例題①）予算が 20万円、X1の価格が 4000 円、X2の価格が 2500 円のとき、予算成約線は？ 

 
 
 
例題②）月給が 40万円、合成財の価格が 1000 円/個、家賃が 5000 円/㎡のとき、予算成約

線は？ 

 
 
 

2. 予算成約線の書き方 

例題②のような予算成約線を C1、さらに合成財の価格が 2000 円に上昇した場合の予算成約

線を C２として、図に書いてみよう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

3. 相対価格が変化した際の、所得効果と代替効果の確認 

財の価格が変化すると、予算成約線の傾きが変化する。それにしたがって、最適な消費の

組み合わせも変化するが、この消費の組み合わせの変化は二つの要素に分離できる。 
【代替効果】効用水準の変化がない（＝同じ無差別曲線上の移動）、財の組み合わせの変化 
【所得効果】相対価格の変化による、実質的な所得の変化 
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4. 補助政策による予算制約線の移動（合成財補助と所得補助） 

○ 所得補助は予算制約線を平行に移動させる 
例題③）はじめに、月給が 40 万円で、合成財の価格が 2000 円、家賃が 5000 円/㎡だとす

る。所得補助が 10 万円あった場合の予算制約線は･･･ 
   予算：40 万円+10 万円＝50 万円 
   財の価格は変更無し 
 
 
 
 
 
 
○ 合成財補助は予算制約線の傾きを変える 
例題④）はじめに、月給が 40 万円で、合成財の価格が 2000 円、家賃が 5000 円/㎡だとす

る。合成財補助が 400 円/個あった場合の予算制約線は･･･ 
   予算：40 万円で変化無し 
   合成財の価格：1600 円（＝2000 円－400 円） 
   家賃：変化無し 
 
 
 
 
 
 
 
○ 合成財補助は予算制約線の傾きを変える 
例題⑤）はじめに、月給が 40 万円で、合成財の価格が 2000 円、家賃が 5000 円/㎡だとす

る。家賃補助が 1000 円/㎡あった場合の予算制約線は･･･ 
   予算：40 万円で変化無し 
   合成財の価格：変化無し 
   家賃：4000 円（＝5000 円－1000 円） 
 
 
 
 
 
 
 

5. 政府と個人にとって効率的な補助政策の根拠とその解釈 

【個人】効用が大きいほどよい→無差別曲線が右上であるほど効用高い 
【政府】個人に及ぼす影響（＝個人が受取る効用）が同じならば、必要な税金が少ない方

がよい→2 種類の補助政策を「所得補助政策」と想定し、それぞれいくらの補助金が必要に

なるかを比較 
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【効率的な補助政策について検討】
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